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1．趣旨 

広島文化学園大学における本プログラムは、スポーツ、福祉、看護、保育、教育、音楽の各

専門領域において「数理・データサイエンス・AI 」を活用できる人材の育成を目的としてい

る。具体的には、最新技術の価値を見出す力、データを適切に分析・論理的に説明する力、医

療や教育現場等で機微な情報を守る高い情報倫理とセキュリティ意識の 3 点を涵養し、デー

タに基づき社会の課題を解決できる対人援助の専門職を輩出することを目指している。 

 本自己点検・評価報告書は、令和 7年度の実施状況について、自己点検・評価の結果をとり

まとめたものである。 

 

2．プログラムの科目構成と修了要件 

 プログラムの科目構成と修了要件は以下の通りである。 

 各学部・学科ともに、全ての科目が卒業に必要な必修科目であり、修了には 3単位の取得が

必要である。 

 

学  部 学  科 科目名 選・必 単位数 

 

看護学部 

 

看護学科 

スタートアップセミナー 必 1 

情報科学概論 必 1 

生活と統計 必 1 

 

 

学芸学部 

 

子ども教育学科 

スタートアップセミナー 必 1 

コンピュータ演習Ⅰ 必 1 

コンピュータ演習Ⅱ 必 1 

 

音楽学科 

スタートアップセミナー 必 1 

コンピュータ演習Ⅰ 必 1 

コンピュータ演習Ⅱ 必 1 

人間健康学

部 

スポーツ健康福

祉学科 

スタートアップセミナー 必 1 

情報処理 必 2 

 

3．自己点検・評価の視点 

 以下の視点から、自己点検・評価を実施した。 

 （1）学内からの視点 

   ① 単位修得状況（修了状況） 



   ② 授業評価アンケートを通した自己点検・評価 

 （2）ステークホルダーからの視点 

   ① 修了者の社会での活躍状況、企業等の評価 

 

4．自己点検・評価の結果 

 （1）学内からの視点 

   ① 単位取得状況（修了状況） 

 全学的な修了状況については、356名の履修者に対して、221名の修了者であった

（修了率 62.1％）。ただし、看護学部看護学科については、「生活と統計」が 2年次に

受講する科目であり、現在履修中であることから修了者は 0名となっている。看護学

部看護学科を除けば、273名の履修者に対して、221名の修了者であり、修了率は

81.0％であった。 

 この点を各科目の単位取得状況から見ると、科目によって若干異なるが、75.4％か

ら 100％の取得率であった。最も単位の取得率が低い科目については、出席回数が規

定の回数に達しない学生が受講者のうち 18.5％に達したためであった。なお、この点

については、後述する授業評価について、特に低いわけではないことは断っておきた

いが、科目によっては、受講者の授業への参加を促進する方策が必要となることも考

えられる。 

 さらに、成績評価に占める「秀」の割合を見ると、受講者の延べ人数に「秀」を取

得した延べ人数の割合を算出すると、23.0％であった。その一方で、各科目ごとの

「秀」となった学生の割合は、0％から 56.9％のばらつきがあり、今後、成績評価の

平準化を進めていく必要がある。 

 

② 授業評価アンケートを通した自己点検・評価 

  学期末に行う授業評価結果から、「この授業によって新しい知識・技術（技能）が

身につきましたか」、「担当教員はこの授業の教材や資料等を効果的に使っていました

か」、「授業の到達目標は達成できましたか」、「この授業に満足していますか」の 4項

目及び自由記述に焦点を当てた。授業評価は、「とてもそう思う」、「そう思う」、「ど

ちらとも言えない」、「あまりそう思わない」、「まったくそう思わない」の 5段階の評

価であり、「とてもそう思う」および「そう思う」をポジティブな授業評価として以

下に自己評価を行う。 

  まず、「この授業によって新しい知識・技術（技能）が身につきましたか」：この項

目についてはポジティブな評価が、73％から 100％、回答者数による加重平均を算出

すると 86.7％であった。 

  次に、「担当教員はこの授業の教材や資料等を効果的に使っていましたか」：この項

目についてはポジティブな評価が、78％から 100％、回答者数による加重平均を算出



すると 88.8％であった。 

  また、「授業の到達目標は達成できましたか」：この項目についてはポジティブな評

価が、79％から 100％、回答者数による加重平均を算出すると 86.7％であった。 

  最後に、「この授業に満足していますか」：この項目についてはポジティブな評価

が、76％から 100％、回答者数による加重平均を算出すると 87.5％であった。 

  以上のように、いずれの項目においても８割以上の回答者がポジティブな評価を行

っていることから、各授業については、一定程度、学生にあった内容および授業実施

方法を用いていることがうかがえる。 

  「自由記述においても、わかりやすい授業ありがとうございます。」、「将来に役立

つことなのもっとがんばりたいと思います」、「AIに支配されない世界が良いです

ね」、「ChatGPTなどの活用方法がわかった」、「Excelの関数の使い方が学べて、出来

ることの幅が広がった」などのポジティブな記述が多かった。その反面、「紙を使わ

ないのはよいことだが、授業プリントがないと勉強が難しい」、「使えるように覚えて

いることができるか不安です」、「スピードがはやかった」、「うるさい人は注意をして

ほしいです」など改善を要する点もあった。 

 なお、同じ授業の受講者でも、「丁寧に教えてもらった」という評価と「難しくて

困った」というような趣旨の混在している授業もあり、受講者の受講前の ICT等に関

する知識に差が大きく、同じ授業の中でどのように扱っていくかという点も一つの検

討事項になると考えられる。 

 

（2）ステークホルダーからの視点 

  ① 修了者の社会での活躍状況、企業等の評価 

   本プログラムは、令和 7年度から実施しており、1科目を除き、ほとんどが 1年

生対象の科目である。昨年度から履修している学生は、令和 10年度卒業予定であ

る。これらの学生に対する評価は、学生が卒業後、卒業生本人や就職先へのアンケー

ト調査を行うことにしている。 

 

以上 


